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編集後記
従来は執筆者による校正を 3度行ってきましたが．本号からはこれを 2度に改め．
3校は編集者が行い．必要に応じて執筆者と相談することにしました．これは 3月
発行の大原則を守り．誤植の見藩とし．原典との不一致．誤訳．不適切な文体．同
ー表現の反復などをなくすために必要な措置です．我々編集者は毎号多大の時間と
労力をかけて，掲載論文の質を高めるべく努力を重ねておりますので．是非ご協力
下さい．
日本語の表現には大型の辞典と並んで，横書きの場合の注意が記されている「現
代国語表記辞典」（三省堂）などが役に立ちます．またドイツ語に関しては．和独辞
典や独和辞典よりも．用例の豊富な Brockhaus-Wahrig:Deutsches Worterbuch, 
6 Bde.ゃ． Duden:Das groBe Worterbuch der deutschen Sprache, 6 Bde.及ぴ
Duden Bd. 2 Stilworterbuch, Bd. 9 Zweifelsfiille der deutschen Spracheなどを参
照することをお勧めします．
なお当然のことながら，執筆申し込み（葉書も可．早いほど結構です）と原稿提
出の期日を厳守されるよう，強く要望します．前者は本誌の編集•発行そのものに
係わり，後者は他の執筆者に就職にも影響するほどの迷惑をかけるからです．これ
らの規定を再三に亘って無視された場合は，やむをえず掲載をお断りすることもあ
ります．
次号は寺川央先生の古希・退職記念号となります．長年，公私両面で先生のご薫
陶を受けた会員諸氏が多数寄稿されるのを，お待ちしています．
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